
神 戸 市 立 学 校 施 設 目 的 外 使 用 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。 

令 和 ４ 年 10月 24日  

神 戸 市 教 育 委 員 会  

教 育 長  長 田  淳  

神 戸 市 教 育 委 員 会 規 則 第 ６ 号  

神 戸 市 立 学 校 施 設 目 的 外 使 用 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 神 戸 市 立 学 校 施 設 目 的 外 使 用 規 則（ 昭 和 42年 10月 教 育 委 員 会 規 則 第 10号 ）の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 の 下 線 又 は 太 線 の 表 示 部 分（ 以 下 第 １ 号 及

び 第 ２ 号 に お い て 「 改 正 部 分 」 と い う 。） 及 び 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 の 下 線

又 は 太 線 の 表 示 部 分（ 以 下 第 １ 号 及 び 第 ３ 号 に お い て「 改 正 後 部 分 」と い う 。）

に つ い て は 、 次 の と お り と す る 。  

(1) 改 正 部 分 及 び こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 部 分 が 存 在 す る と き は 、当 該 改

正 部 分 を 当 該 改 正 後 部 分 に 改 め る 。  

(2) 改 正 部 分 の み 存 在 す る と き は 、 当 該 改 正 部 分 を 削 る 。  

(3) 改 正 後 部 分 の み 存 在 す る と き は 、 当 該 改 正 後 部 分 を 加 え る 。  

改 正 後  改 正 前  

（ 用 語 の 定 義 ）  

第 ２ 条  ［ 略 ］  

２  ［ 略 ］  

３   こ の 規 則 に お い て 「 学 校 施 設 開

放 事 業 」 と は 、 学 校 教 育 上 支 障 が

な い 範 囲 で 、 学 校 施 設 を 市 民 の 利

用 に 供 す る こ と に よ り 、 市 民 の 健

康 増 進 、 文 化 及 び 教 養 の 向 上 に 資

す る と と も に 、 学 校 施 設 を 生 涯 学

習 の 拠 点 と す る こ と を 目 的 と し て

行 わ れ る 文 化 活 動 、 ス ポ ー ツ 活 動

及 び 地 域 貢 献 事 業 等 を い う 。  

（ 用 語 の 定 義 ）  

第 ２ 条  ［ 略 ］  

２  ［ 略 ］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４  こ の 規 則 に お い て 「 学 校 施 設 開

放 運 営 委 員 会 」 と は 、 学 校 施 設 開

放 事 業 の 実 施 主 体 と し て 、 地 域 の

団 体 の 代 表 等 で 構 成 さ れ る 組 織 を

い う 。  

５  こ の 規 則 に お い て 「 神 戸 市 学 校

体 育 施 設 予 約 シ ス テ ム 」 と は 、 学

校 施 設 開 放 事 業 に お い て 、 学 校 施

設 開 放 運 営 委 員 会 に よ る 運 営 の ほ

か 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 学 校

施 設 の 空 き 状 況 の 確 認 、 使 用 の 申

込 み 等 学 校 施 設 の 使 用 に 関 す る 事

務 を 電 子 計 算 機 に よ り 自 動 的 に 処

理 す る シ ス テ ム を い う 。  

（ 使 用 許 可 の 条 件 ）  

第 ３ 条  ［ 略 ］  

２  前 項 に 掲 げ る も の の ほ か 、 学 校

施 設 の 目 的 外 使 用 は 、 学 校 施 設 開

放 事 業 に お い て 使 用 す る 場 合 に 許

可 す る こ と が で き る 。   

３  前 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次

の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 教

育 長 が 認 め る 場 合 は 、 使 用 を 許 可

し な い 。  

(1)～ (4) ［ 略 ］  

（ 使 用 料 の 免 除 ・ 後 納 ）  

第 ６ 条  ［ 略 ］  

２  前 項 に 掲 げ る も の の ほ か 、 第 ３

条 第 ２ 項 に 規 定 す る 許 可 を 受 け た

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 使 用 許 可 の 条 件 ）  

第 ３ 条  ［ 略 ］  

 

 

 

 

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の

各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 教 育

長 が 認 め る 場 合 は 、 使 用 を 許 可 し

な い 。  

 (1)～ (4) ［ 略 ］  

（ 使 用 料 の 免 除 ・ 後 納 ）  

第 ６ 条  ［ 略 ］  

 

 



者 が 使 用 す る と き は 、 申 請 に 基 づ

き 免 除 す る こ と が で き る 。  

３  ［ 略 ］  

 （ 使 用 料 の 不 還 付 ）  

第 ７ 条  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る 場 合 を 除 く ほ か 、 既 納 の 使 用

料 は 、 還 付 し な い 。  

(1) ［ 略 ］  

(2)  第 13条 第 １ 項 第 ２ 号 に 規 定 す

る 使 用 許 可 の 撤 回 に よ る と き 。  

（ 神 戸 市 学 校 体 育 施 設 予 約 シ ス テ

ム の 利 用 者 登 録 の 申 請 ）  

第 ８ 条  神 戸 市 学 校 体 育 施 設 予 約 シ

ス テ ム を 利 用 し て 使 用 の 許 可 を 受

け よ う と す る 団 体 は 、 次 に 掲 げ る

要 件 を 満 た し て い る こ と を 示 し た

申 請 書 を 教 育 長 に 提 出 し 、 あ ら か

じ め 登 録 を 受 け る も の と す る 。  

(1) ３ 人 以 上 で 構 成 さ れ る 団 体 で

あ り 、 か つ 、 そ の 代 表 者 が 満 18

歳 以 上 の 者 （ 高 校 生 を 除 く 。） で

あ る こ と 。  

(2) 当 該 団 体 の 構 成 員 の 半 数 以 上

が 、 市 内 に 在 住 、 在 勤 又 は 在 学

す る 者 で あ る こ と 。  

(3) 当 該 団 体 が 、 学 校 施 設 開 放 事

業 の 趣 旨 に 沿 っ た 活 動 を 行 う 団

体 で あ る こ と 。  

第 ９ 条 、 第 10条  ［ 略 ］  

 

 

２  ［ 略 ］  

（ 使 用 料 の 不 還 付 ）  

第 ７ 条  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る 場 合 を 除 く ほ か 、 既 納 の 使 用

料 は 、 還 付 し な い 。  

 (1) ［ 略 ］  

 (2) 第 12条 第 １ 項 第 ２ 号 に 規 定 す

る 使 用 許 可 の 撤 回 に よ る と き 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ８ 条 、 第 ９ 条  ［ 略 ］  



（ 使 用 許 可 事 項 の 変 更 ）  

第 11条  使 用 の 許 可 を 受 け た 者 （ 以

下 「 使 用 者 」 と い う 。） は 、 許 可 書

に 記 載 し た 事 項 を 変 更 し よ う と す

る と き は 、 第 ９ 条 の 規 定 に 準 じ て

教 育 長 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら

な い 。  

２  ［ 略 ］  

（ 使 用 者 ・ 利 用 者 の 遵 守 事 項 ）  

第 12条  使 用 者 そ の 他 学 校 施 設 を 利

用 す る 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 遵

守 し な け れ ば な ら な い 。  

(1) 使 用 許 可 を 受 け た 目 的 以 外 の

用 途 に 使 用 し な い こ と 。  

 

(2) 使 用 許 可 を 受 け た 学 校 施 設 以

外 に 立 ち 入 ら な い こ と 。  

(3) 火 災 及 び 盗 難 の 防 止 に 努 め 、

危 険 な 行 為 を 行 わ な い こ と 。  

 

(4) 学 校 運 営 に 支 障 を 生 じ る 行 為

を し な い こ と 。   

(5) 附 属 設 備 の 設 置 、 移 動 及 び 撤

去 は 、 原 則 と し て 使 用 者 に お い

て 行 う こ と 。  

(6) 会 場 の 準 備 、 原 状 回 復 及 び 退

室 は 、 す べ て 許 可 さ れ た 使 用 時

間 内 に お い て 行 う こ と 。  

（ 使 用 許 可 事 項 の 変 更 ）  

第 10条  使 用 の 許 可 を 受 け た 者 （ 以

下 「 使 用 者 」 と い う 。） は 、 許 可 書

に 記 載 し た 事 項 を 変 更 し よ う と す

る と き は 、 第 ８ 条 の 規 定 に 準 じ て

教 育 長 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら

な い 。  

２  ［ 略 ］  

（ 使 用 者 ・ 利 用 者 の 遵 守 事 項 ）  

第 11条  使 用 者 そ の 他 学 校 施 設 を 利

用 す る 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 遵

守 し な け れ ば な ら な い 。  

(1) 使 用 前 に 許 可 書 を 当 該 校 園 長

に 提 示 し 、 よ く 打 ち 合 わ せ を 行

う こ と 。  

(2) 学 校 内 の 物 件 を 校 外 に 持 ち 出

さ な い こ と 。  

(3) 学 校 内 に 物 件 を 搬 入 し よ う と

す る と き は 、 あ ら か じ め 当 該 校

園 長 の 許 可 を 受 け る こ と 。  

(4) 使 用 許 可 を 受 け た 施 設 設 備 以

外 を 使 用 し な い こ と 。  

(5) 許 可 な く 飲 食 喫 煙 し な い こ

と 。  

 

(6) 下 足 を 用 い る 場 所 以 外 で 下 足

を 用 い な い こ と 。  



(7) 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か  校

園 長 そ の 他 係 員 の 指 示 に 従 う こ

と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 13条 ～ 第 15条  ［ 略 ］  

（ 学 校 施 設 開 放 事 業 ）  

第 16条  学 校 施 設 開 放 事 業 に お い

て 、 学 校 施 設 を 使 用 す る 場 合 は 、

第 ９ 条 か ら 第 11条 ま で 及 び 前 条 の

規 定 は 適 用 し な い 。  

２  ［ 略 ］  

第 17条  ［ 略 ］  

(7) 準 備 及 び あ と 始 末 は 、 使 用 を

許 可 さ れ た 時 間 内 に 原 則 と し て

使 用 者 が 行 う こ と 。  

(8) 許 可 な く 学 校 内 に お い て 物 品

の 販 売 、 寄 附 の 募 集 、 宣 伝 等 を

行 わ な い こ と 。  

(9) 許 可 な く ポ ス タ ー の 貼 付 、 ビ

ラ の 配 布 、 旗 幕 の 掲 揚 懸 垂 等 を

行 わ な い こ と 。  

(10) 使 用 者 の 主 催 す る 行 事 集 会 に

関 し 、 火 災 及 び 盗 難 の 防 止 、 他

人 に 迷 惑 を か け る お そ れ が あ る

者 に 対 す る 入 場 の 拒 否 、 必 要 に

応 じ た 充 分 な 整 理 員 の 配 備 等 秩

序 維 持 の た め に 必 要 な 注 意 を 払

う こ と 。  

(11) 校 園 長 そ の 他 係 員 の 指 示 に 従

う こ と 。  

第 12条 ～ 第 14条  ［ 略 ］  

（ 学 校 施 設 開 放 事 業 ）  

第 15条  学 校 開 放 事 業 に 関 す る こ と

に つ い て は 、 こ の 規 則 を 適 用 し な

い 。  

 

２  ［ 略 ］  

第 16条  ［ 略 ］  

様 式 １ 号 か ら 様 式 ４ 号 ま で を 次 の よ う に 定 め る 。  

 



様式第１号 

太枠内に記入してください。 

神戸市立学校施設目的外使用許可申請書 受付番号 No.      

    年    月    日 

神戸市教育長あて 

申請者 

 住 所：〒                            

 職業又は団体名：                             

氏名（代表者）：                             

 電 話 番 号：                             

下記の通り、学校施設使用の許可を申請いたします。 

なお、申請者は、神戸市契約事務等からの暴力団等の排除に関する要綱（平成 22 年５月 26 日市長決定）【裏面

抜粋記載】第４条第１項第３号又は第６号に掲げる者が同要綱第５条各号に掲げる事項のいずれにも該当しない

ことを誓約いたします。また、上記事実の確認のため、申請者の個人情報が警察等関係機関に提供されることが

あることを承諾します。 

使 用 学 校 園 神戸市立       学校・幼稚園 

行 事 名  

使 用 目 的  

使用中の責任者 
住所： 

氏名：                  電話： 

使 用 日 時   月  日（  曜日） （午前・午後）  時  分～（午前・午後）  時  分 

使 用 施 設 講堂 体育館 家庭科教室 普通教室（     室） 校庭 その他（         ） 

特 別 設 備 有・無 

使 用 物 件 有・無（机：   脚、椅子：   脚、その他：     ） 

参 集 人 員 約    名（参集者の内容：                            ） 

使用料免除申請 神戸市立学校施設目的外使用規則第６条第１項 □第１号 □第２号 □第３号に該当 

 

※以下、学校園使用欄 

上記申請について、当校園において支障ありません。 

    年    月    日 

神戸市立        学校・幼稚園  学校（園）長  氏名                 

  

※以下、教育委員会使用欄 

使 用 区 分 平日  土曜  日曜  祝日  ／  午前  午後  夜間  午前・午後  午後・夜間  終

日 

使 用 料      円 使 用 料 免 除 
有(第 1･2･3 号) 

無 
調 定 額 円 

納入通知書番号 No. 調定（発行）日 月   日 納 期 限 月   日 

備 考 
 

 

上記申請について、使用の許可及び使用料を徴収・免除してよろしいか。 

決 裁      年     月 

日 

課長 係長 担当 

分類   ・   ・   ・   ・   年保存 



様式第２号 

この許可書は使用時に学校（園）長に提示してください。 

神戸市立学校施設目的外使用許可書 受付番号 No.      

    年    月    日 

神戸市教育長あて 

申請者 

 住 所：〒                            

 職業又は団体名：                             

氏名（代表者）：                             

 電 話 番 号：                             

下記の通り、学校施設使用の許可を申請いたします。 

なお、申請者は、神戸市契約事務等からの暴力団等の排除に関する要綱（平成 22 年５月 26 日市長決定）【裏面

抜粋記載】第４条第１項第３号又は第６号に掲げる者が同要綱第５条各号に掲げる事項のいずれにも該当しない

ことを誓約いたします。また、上記事実の確認のため、申請者の個人情報が警察等関係機関に提供されることが

あることを承諾します。 

使 用 学 校 園 神戸市立       学校・幼稚園 

行 事 名  

使 用 目 的  

使用中の責任者 
住所： 

氏名：                  電話： 

使 用 日 時   月  日（  曜日） （午前・午後）  時  分～（午前・午後）  時  分 

使 用 施 設 講堂 体育館 家庭科教室 普通教室（     室） 校庭 その他（         ） 

特 別 設 備 有・無 

使 用 物 件 有・無（机：   脚、椅子：   脚、その他：     ） 

参 集 人 員 約    名（参集者の内容：                            ） 

使用料免除申請 神戸市立学校施設目的外使用規則第６条第１項 □第１号 □第２号 □第３号に該当 

 

上記申請について、使用を許可いたします。 

また、使用にあたり、下記に使用料の記載がある場合は納期限までに納めてください。 

 

    年    月    日 

神戸市教育長                 印   

 

使 用 区 分 平日  土曜  日曜  祝日  ／  午前  午後  夜間  午前・午後  午後・夜間  終

日 

 

 
使 用 料 円 

納入通知書番号 No. 調定（発行）日 月   日 納 期 限 月   日 

使 用 条 件  

（不服申立の教示）この処分について不服があるときは、処分があったことを知った日の翌日から起算して３月以内に神戸市長に対して審査請求を

することができる。 

（取消訴訟の提起に関する事項の教示）この処分に対する取消しの訴えは、処分があったことを知った日（審査請求をした場合は当該審査請求に対

する神戸市長の裁決があったことを知った日）の翌日から起算して６月以内に神戸市（訴訟において神戸市を代表する者は、神戸市教育委員会 代

表者 教育長）を被告として提起することができる。 

 



様式第３号 

この報告書は学校（園）にて保存してください。 

神戸市立学校施設目的外使用許可通知書 兼 使用状況報告書（学校控） 受付番号 No.      

    年    月    日 

神戸市教育長あて 

申請者 

 住 所：〒                            

 職業又は団体名：                             

氏名（代表者）：                             

 電 話 番 号：                             

下記の通り、学校施設使用の許可を申請いたします。 

なお、申請者は、神戸市契約事務等からの暴力団等の排除に関する要綱（平成 22 年５月 26 日市長決定）【裏面

抜粋記載】第４条第１項第３号又は第６号に掲げる者が同要綱第５条各号に掲げる事項のいずれにも該当しない

ことを誓約いたします。また、上記事実の確認のため、申請者の個人情報が警察等関係機関に提供されることが

あることを承諾します。 

使 用 学 校 園 神戸市立       学校・幼稚園 

行 事 名  

使 用 目 的  

使用中の責任者 
住所： 

氏名：                  電話： 

使 用 日 時   月  日（  曜日） （午前・午後）  時  分～（午前・午後）  時  分 

使 用 施 設 講堂 体育館 家庭科教室 普通教室（     室） 校庭 その他（         ） 

特 別 設 備 有・無 

使 用 物 件 有・無（机：   脚、椅子：   脚、その他：     ） 

参 集 人 員 約    名（参集者の内容：                            ） 

使用料免除申請 神戸市立学校施設目的外使用規則第６条第１項 □第１号 □第２号 □第３号に該当 

 

 

 上記使用を許可しましたので、通知いたします。 

 

    年    月    日      神戸市教育長                （公印省略） 

 

使用日 

    年    月    日 

校長 教頭 係 

使 用 状 況 

施設損傷等：有（                       ）・無 

（使用状況の詳細） 

 

主たる事務従事者 
住所 氏名 

 

従たる事務従事者 
住所 氏名 

※この報告書は学校（園）にて保存し、次葉を教育委員会へ提出してください。 

 

 



 

様式第４号 

この報告書は教育委員会へ提出してください。 

神戸市立学校施設目的外使用状況報告書 受付番号 No.      

    年    月    日 

神戸市教育長あて 

申請者 

 住 所：〒                            

 職業又は団体名：                             

氏名（代表者）：                             

 電 話 番 号：                             

下記の通り、学校施設使用の許可を申請いたします。 

なお、申請者は、神戸市契約事務等からの暴力団等の排除に関する要綱（平成 22 年５月 26 日市長決定）【裏面抜

粋記載】第４条第１項第３号又は第６号に掲げる者が同要綱第５条各号に掲げる事項のいずれにも該当しないことを

誓約いたします。また、上記事実の確認のため、申請者の個人情報が警察等関係機関に提供されることがあることを

承諾します。 

使 用 学 校 園 神戸市立       学校・幼稚園 

行 事 名  

使 用 目 的  

使用中の責任者 
住所： 

氏名：                  電話： 

使 用 日 時   月  日（  曜日） （午前・午後）  時  分～（午前・午後）  時  分 

使 用 施 設 講堂 体育館 家庭科教室 普通教室（     室） 校庭 その他（         ） 

特 別 設 備 有・無 

使 用 物 件 有・無（机：   脚、椅子：   脚、その他：     ） 

参 集 人 員 約    名（参集者の内容：                            ） 

使用料免除申請 神戸市立学校施設目的外使用規則第６条第１項 □第１号 □第２号 □第３号に該当 

 

 

下記の通り使用状況を報告いたします。 

 

神戸市教育長 様 

神戸市立       学校（園）長                    

使用日 

    年    月    日 

   

使 用 状 況 

施設損傷等：有（                       ）・無 

（使用状況の詳細） 

 

主たる事務従事者 
住所 氏名 

 

従たる事務従事者 
住所 氏名 

※この報告書を教育委員会へ提出してください。 

 



 

附 則  

（施行期日）  

１  この規則は、公布の日から施行する。  

（経過措置）  

２  この規則の施行の際現に学校施設開放事業の実施のためになされた使用許可

及び当該使用許可に係る使用料については、令和５年３月31日までの間は、こ

の規則による改正後の神戸市立学校施設目的外使用規則の規定にかかわらず、

なお従前の例による。  

３  この規則の施行の際現に存する改正前の様式による申請書等は、改正後の神

戸市立学校施設目的外使用規則の様式による申請書等とみなして、当分の間、

なお使用することができる。  

 


